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奥
能
登
へ
み
か
ん
を
贈
ろ
う
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　
令
和
６
年
元
日
に
発
生
し
た
最
大
震
度
７
の
能
登
半
島
地
震
。
更
に

同
年
９
月
の
奥
能
登
豪
雨
災
害
に
よ
り
、
特
に
奥
能
登
の
皆
さ
ん
は
、

長
く
苦
し
い
生
活
を
強
い
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
よ
う
な
中
で
「
被
災
者
さ
れ
た
方
々
に
、
年
末
年
始
を
少
し
で

も
明
る
く
前
向
き
に
過
ご
し
て
ほ
し
い
」
と
の
思
い
か
ら
、
宇
和
島
市

特
産
の
み
か
ん
と
応
援
メ
ッ
セ
ー
ジ
カ
ー
ド
を
届
け
る
「
奥
能
登
へ
み

か
ん
を
贈
ろ
う
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
企
画
し
ま
し
た
。

　
ま
ず
は
み
か
ん
集
め
か
ら
。
企
画
に
共
感
し
て
く
れ
た
Ｊ
Ａ
え
ひ
め

南
や
み
か
ん
農
家
の
方
々
か
ら
「
平
成
30
年
豪
雨
で
た
く
さ
ん
の
方
に

助
け
て
も
ら
っ
た
分
、
自
分
た
ち
も
災
害
で
困
っ
て
い
る
人
の
お
役
に

立
ち
た
い
」
と
思
い
の
こ
も
っ
た
み
か
ん
が
な
ん
と
１
０
０
箱
も
集
ま

り
ま
し
た
。

　
次
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
募
集
。
12
月
に
開
催
し
た
福
祉
祭
に
て
、
来
場

者
か
ら
い
た
だ
い
た
も
の
を
は
じ
め
、
み
か
ん
農
家
の
方
や
市
内
関
係

各
所
か
ら
、
能
登
半
島
の
方
々
へ
の
応
援
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
た
く
さ
ん
集

ま
り
ま
し
た
。

　
そ
し
て
、12
月
17
日
に
、宇
和
島
市
社
協
、宇
和
島
Ｎ
Ｐ
Ｏ
セ
ン
タ
ー

の
車
両
に
み
か
ん
と
メ
ッ
セ
ー
ジ
等
を
積
み
込
ん
で
出
発
。
奥
能
登
の

４
市
町
（
珠
洲
市
、
輪
島
市
、
穴
水
町
、
能
登
町
）
を
巡
り
ま
し
た
。

　
現
地
で
は
公
民
館
や
集
会
所
、
仮
設
住
宅
を
訪
ね
、
近
隣
の
方
々
が

集
ま
る
サ
ロ
ン
活
動
に
参
加
し
ま
し
た
。
み
か
ん
と
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
お

渡
し
す
る
と
「
と
っ
て
も
美
味
し
い
！
わ
ざ
わ
ざ
宇
和
島
か
ら
能
登
ま

で
来
て
く
れ
て
あ
り
が
と
う
」
と
と
て
も
喜
ん
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。

「
家
に
い
る
と
嫌
に
な
る
が
サ
ロ
ン
に
来
る
と
気
が
ま
ぎ
れ
る
。
顔
見

知
り
の
ご
近
所
さ
ん
と
会
う
と
安
心
す
る
」
と
お
話
し
さ
れ
た
こ
と
が

印
象
に
残
っ
て
い
ま
す
。

　
今
回
、
奥
能
登
へ
み
か
ん
を
届
け
て
改
め
て
気
づ
い
た
こ
と
は
、「
普

段
の
つ
な
が
り
が
、
災
害
時
は
さ
ら
に
大
切
に
な
る
」
と
い
う
こ
と
で

す
。
宇
和
島
市
社
協
で
は
、
平
時
か
ら
の
つ
な
が
り
づ
く
り
を
、
よ
り

一
層
大
切
に
で
き
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。
ま
た
、
能
登
半
島

を
は
じ
め
被
災
地
へ
の
支
援
を
行
う
こ
と
で
、被
災
さ
れ
た
皆
さ
ま
に
、

宇
和
島
か
ら
温
か
い
思
い
を
つ
な
い
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

長期にわたって支援を続けている現地社協やＮＰＯ・
ＮＧＯ団体の皆さんにもみかんをお届けしました。

現地での支援活動の様子。バラバラになったコミュ
ニティをつなぎ直し、能登で暮らし続けたいを応援。

福祉祭にて集まった応援メッセージでみかんの木を
作成。現地の皆さんにお渡ししました。

ＪＡや有志のみかん農家の方からたくさんのご支援
をいただきました。ありがとうございました。
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11
月
22
日
に
、
宇
和
島
市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
に
て
「
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

立
上
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
訓
練
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
当
日
は
災
害
支
援
に
関
わ
る
団
体

や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
な
ど
、
総
勢
42
名
に
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

講
師
は
、
に
い
が
た
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
李
仁
鉄
氏
。
前
半
に
は
、

災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
（
以
下
、
災
害
Ｖ
Ｃ
）
の
仕
組
み
や
役
割
な
ど
を
説
明
。

そ
れ
を
基
に
後
半
は
災
害
Ｖ
Ｃ
の
設
営
及
び
運
営
訓
練
を
行
い
ま
し
た
。

　

設
営
訓
練
で
は
、
受
付
班
や
マ
ッ
チ
ン
グ
班
な
ど
に
分
か
れ
た
参
加
者
が
、
災
害
Ｖ
Ｃ

立
ち
上
げ
を
体
験
。
実
際
に
机
や
椅
子
な
ど
を
運
び
出
し
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
ス
ム
ー
ズ

に
活
動
で
き
る
よ
う
設
営
し
ま
し
た
。

　
そ
の
後
は
運
営
訓
練
と
し
て
、
参
加
者
が
ス
タ
ッ
フ
役
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
役
に
分
か
れ
、

道
具
を
用
意
し
て
出
発
す
る
ま
で
の
流
れ
を
体
験
。
困
っ
て
い
る
被
災
者
に
対
し
て
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
力
を
い
か
に
ス
ム
ー
ズ
に
届
け
る
か
。
ス
タ
ッ
フ
側
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
側

両
方
の
視
点
か
ら
学
び
を
深
め
ま
し
た
。

　

今
後
も
本
会
で
は
、
訓
練
や
養
成
講
座
な
ど
を
通
じ
て
効
果
的
な
災
害
支
援
が
行
え
る

よ
う
備
え
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
関
心
の
あ
る
方
は
是
非
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
登
録
を
お
願
い

し
ま
す
。

スタッフ役とボランティア役に分かれ、
災害VCを体験している様子。

講師の李仁鉄氏より、動線を考慮した
配置のアドバイスをいただきました。
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災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
を
知
ろ
う

訓練
報告

　

誰
も
が
新
た
な
年
を
安
心
し
て
迎
え
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
、
市
内

そ
れ
ぞ
れ
の
地
区
で
年
末
か
ら
年
始
に
か
け
て
行
う
歳
末
た
す
け
あ
い
事

業
。
民
生
委
員
児
童
委
員
の
皆
さ
ま
の
ご
協
力
を
得
て
、
一
人
暮
ら
し
の

高
齢
者
の
お
宅
に
一
軒
ず
つ
見
守
り
訪
問
を
す
る
な
ど
し
「
た
す
け
あ
い

の
想
い
」
を
届
け
ま
し
た
。

　

立
間
地
区
や
鶴
島
地
区
で
は
、
日
用
品
な
ど
を
携
え
て
高
齢
者
の
方
を

訪
問
。

　
「
い
つ
も
来
て
く
れ
て
嬉
し
い
」
と
微
笑
ま
れ
た
姿
か
ら
、
普
段
の
温

か
な
つ
な
が
り
が
伝
わ
り
ま
す
。
年
末
年
始
の
寒
さ
を
忘
れ
る
よ
う
な
、

心
温
ま
る
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

歳末たすけあい募金が
活かされています。

新
た
な
年
を
安
心
と
と
も
に

歳
末
た
す
け
あ
い
募
金
配
分
事
業

活
動
レ
ポ
ー
ト

立間地区立間地区

鶴島地区鶴島地区
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　10月から3か月間実施しました共同募金運動に、宇和島市の皆さまから心温まる多くの募金をお寄せ
いただき、心からお礼申し上げます。また、共同募金運動にあたりご協力をいただきました自治会長さ
ま、民生委員児童委員さまをはじめ関係者の皆さまに深く感謝申し上げます。
　今後とも、温かいご支援とご協力をお願い申し上げます。

報
告

報
告

赤い羽根共同募金　　（10/1～10/31）

歳末たすけあい募金　（12/1～12/31）

株式会社浅田組 一若建設株式会社 宇和島自動車株式会社

宇和島信用金庫 宇和島道路舗装株式会社 えひめ南農業協同組合

株式会社カネコ 株式会社
富士建設コンサルタント 株式会社宮田建設

株式会社ヨンキュウ

令和７年１月６日現在の実績額

中央共同募金会 http://www.akaihane.or.jp　　　愛媛県共同募金会 http://www.akaihane-ehime.or.jp

総　額 8,094,693円

戸別募金 4,362,416円

大口募金 2,341,750円

職域募金 783,600円

学校募金 185,355円

街頭募金 309,652円

そ の 他 111,920円

使いみち

●宇和島市の地域福祉活動

　地域で仲間づくり『いきいきサロン』
　（詳しくはP.7をご覧ください。）

　親子でつながろう『親子のひろば』

　学校へ出向き福祉を学ぶ『福祉学習』

●県下の福祉施設整備やボランティア活動

●災害時等準備金

総　額 2,641,218円

戸別募金 2,220,282円

街頭募金 385,936円

そ の 他 35,000円

使いみち

●民生委員児童委員さまを通じての高齢者の
　見守り活動や地域交流活動
　（詳しくはP.3をご覧ください。）
●施設入所児見舞金及び進学・就職者支度金
●障がい者施設への助成金

共同募金運動へのご協力
ありがとうございました

共同募金運動へのご協力

３万円以上の募金にご協力いただいた企業のご紹介　　　　（50音順・敬称略）

いきいきサロンいきいきサロン

親子のひろば親子のひろば

福祉学習福祉学習



佐々木福祉振興基金活用事業

令和６年度 介護職員初任者研修　開催しました！報告

　社会福祉協議会では、福祉・介護に携わる人材を育成するために、７月から12月にかけて、研修を開
催してまいりました。講義・演習の回数は計26回（130時間）に上ります。これら、すべてのカリキュ
ラムを12名の方が修了されました。
　介護職員初任者研修は、介護職の基本となる資格です。研修を終えた受講生からは、『学んだことを
理解し、実践し、楽しい介護を目標としていきたい』『相手の気持ちに配慮し、その人らしい生活がで
きるように援助したい』『自分に合った介護を選べることが分かり、目標も持てることを知った』など、
感想が寄せられました。
　受講生の皆さまのご活躍を期待しています。
　また、今回の研修に限らず、これから“介護の仕事に就きたい”“福祉の資格を取得したい”とお考
えの方がおられましたら、社会福祉協議会までお気軽にご相談ください。

介助について、ご利用者にも介助者にも負担が少なく安全におこなう方法を学びました。

この日の講師は「愛ほっと」の久德壮一郎 先生です。 修了証交付式の様子。
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参加費無料ボランティア養成講座のご案内

子どもの応急手当講座

障がいについて知ろう ～聴覚障がい編～

子どもの見守りや読み聞かせなどのボランティア活動をする際の
“もしも”に備え、乳児や幼児への心肺蘇生法や応急手当を学びます。

聴覚障がいのある方と交流しながら、生活における工夫やコミュニ
ケーション方法などを学びます。

日　時

日　時

場　所

場　所

定　員

定　員

講　師

問い合せ・申込先

令和７年２月14日（金）
13：30～15：30

令和７年３月８日（土）
13：30～15：30

宇和島市総合福祉センター
４階ホール

宇和島市総合福祉センター
３階 多目的室

30名

30名程度

宇和島消防署職員

宇和島市社会福祉協議会
（ボランティア・市民活動センター）
TEL 23－3711 / FAX 24-7889
ボランティア養成講座には赤い羽根共同募金が活かされています

二次元コードからも
申し込みできます
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通帳や印鑑をどこに置いた
かわからなくなっ
てしまう。

必要なお金の出し入れ
や支払いに自信
がない。

福祉サービスを利用した
いけど、どうすれば良い
かわからない。

ご存知ですか？「福祉サービス利用援助事業」
　地域で安心して自立した生活が送れるように、福祉サービスの利用や日常的な金銭管理を
お手伝いする事業を実施しています。
　判断能力が低下して、次のような不安を感じることはありませんか？

●利用できる方　　認知症高齢者・知的障がい者・精神障がい者など
●利　 用　 料　　１時間までは1,000円（新年度より変更の可能性あり）
　　　　　　　　　・１時間を超える場合は30分ごとに500円加算。
　　　　　　　　　・生活保護を受けている方は無料。
　　　　　　　　　　　　　　　　※この事業は県社協からの受託事業として実施しています。

【問い合せ】　宇和島市社会福祉協議会　地域福祉課　☎（0895）23ー3711

支
援
内
容

困
り
ご
と

1．福祉サービスの利用援助
情報提供や福祉サービスが
円滑に利用できるようにお
手伝いします。

３．書類等の預かりサービス
印鑑や預金通帳、書類などを
お預かりします。

２．日常的な金銭管理サービス
日常生活に使う預貯金の出し
入れや公共料金などの支払い
をお手伝いします。

地域のみんながホッとできる居場所づくり
ふれあい・いきいきサロンを始めよう

サロンって？サロンって？ 何をするの？何をするの？
身近なところを拠点とした

地域の方の自主的な集いの場
子供から大人まで参加可能

茶話会や体操など自由
みんなで協力して企画・運営

支援メニュー紹介

助成金制度

●出前講座
　　体操、絵手紙、歌など
　　年間２回まで、無料で開催可能
●道具貸出
　　レクリエーション道具や
　　プロジェクター・DVDなど

開催回数：月に１回程度（年８回以上）
助 成 額：５名～10名未満　10,000円
　　　　　　 　10名以上　20,000円
※（初年度）10,000円加算

レクリエーション
で楽しく交流会！

みんなで押し花づくり！

問い合せ
宇和島市社会福祉協議会
地域福祉課（TEL：23-3711）

お気軽に
ご相談ください♪
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社会福祉
法　 人 宇和島市社会福祉協議会
〒798-0003 愛媛県宇和島市住吉町一丁目6番16号
TEL（0895）23－3711/FAX（0895）24－7889
https://www.uwajima-shakyo.or.jp FaceBook ホームページ

【吉田支所】宇和島市吉田町東小路甲58-5　 TEL（0895)52-3166
【三間支所】宇和島市三間町迫目126 　　　 TEL（0895)58-1051
【津島支所】宇和島市津島町岩松甲471番地　TEL（0895)20-8101

親子のひろば〈無料〉
～大きくなぁれ！子どもたち～

時間

場所

２月

３月

10：00～11：30

宇和島市総合福祉センター２階

３日（月）・５日（水）・13日（木）
19日（水）・27日（木）

３日（月）・５日（水）・13日（木）
19日（水）・27日（木）

未就学児と、その家族が気楽に集まれる場所です。
お気軽にご参加ください。

親子のひろば

詳
し
く
は

こ
ち
ら

→

　司法書士等による専門相談所〈無料〉
～遺言・相続・成年後見制度など～

２月５日（水）9：00～12：00

三間保健福祉センター

※ 相談受付は、予約の方を優先
させていただきます。

　司法書士等による専門相談所

日時

場所

※ 相談受付は、予約の方を優先

☎0895-28-6033
（権利擁護センター ピット）

総務課 ☎23-3711

広告募集！

　有料広告を募集しています。
詳しくは、本所総務課広報担当
までお問い合わせください。

※詳細につきましては、随時ホームページを
ご確認ください。
※大雨暴風などの警報発令時は、中止とします。

香典返し
藤田　芳守 様　　　［宇和島市三間町］
白岩　将一 様　　　［宇和島市三間町］
若林　久美 様　　　［宇和島市三間町］

相談
・
測定

保健師による育児相談・体重身長測定
２月５日（水）10：30～
※ 体重身長測定を希望される方は、感染対策の

ため、各自タオルをご用意ください。

総務課 ☎23-3711

新型コロナウイルス感染症の
特例貸付償還における相談窓口

　令和５年１月より特例貸付の償還が始まりま
した。計画通りの返済が難しい場合は相談をお
受けしています。
　状況に応じて、償還猶予や償還月額変更など
のご案内ができることがあります。お気軽にご
相談ください。

相談
受付

窓口

平日 9：00～17：00

宇和島市社会福祉協議会
地域福祉課 ☎23-3711

職　員　募　集

準　職　員

【勤務地】本所、三間・津島支所
【職　種】介護支援専門員
【賃　金】201,200円
【賞　与】503,000円（年2.5か月分）

　訪問介護員・調理員なども募集しています。
　詳しくは、ホームページをご確認いただくか、
本所総務課までお問い合わせください。

まごころ銀行

宇和島市社会福祉協議会 まごころ銀行へ寄付を
いただきました。心より御礼申し上げます。

『まごころ銀行』とは？
　冠婚葬祭のお祝いやお悔みに対する「おかえし」の感謝の気
持ちをご寄付いただくことで、地域の福祉活動に活かされます。
　なお、本会への寄付金は『税額控除制度』の適用を受けること
ができますので確定申告の際に所轄の税務署へご確認ください。

喫茶フレール 様　　［宇和島市新町］

【令和６年11・12月受付】 希望者のみ掲載

一　　般


